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 中性子ラジオグラフは,X 線では見えないよう

な金属の内部や,水や油など低原子番号の元素の

撮影が可能であるという特徴を有し,比較的大き

な物体の非破壊検査などに広く用いられている.

レーザー駆動中性子源はポイントソース性,短パ

ルス性にすぐれた中性子源になるとして実現が

期待されている.高速中性子の検出には厚さ数セ

ンチのシンチレータが必要になる.これまでに,高

速応答液体シンチレータとハニカムパネルを用

いた大面積シンチレータレイを開発し,中性子画

像の撮影を行って来た[1]. 

 シンチレータレイからの発光パターンをレン

ズで 1/10 程度に縮小結像し,イメージインテンシ

ファイア CCD カメラで撮影する手法であった.こ

の手法では縮小結像における光の伝達効率が

0.1%程度と低く,シンチレーション信号が十分明

るい場合でないと鮮明な画像を得ることは出来

なかった.レーザー駆動中性子は加速器に比べ中

性子フラックスが少ないことから,少ない中性子

フラックスでも画像計測ができるよう,シンチレ

ータレイ面上で光信号を増倍できるシステムの

開発が求められていた. 

 そこでアバランシェフォトダイオードアレイ

と LED アレイからなるアバランシェ光増倍パネ

ルを開発した[2](図 1).この装置は光を 105に増倍

して出力する装置である.ピクセルサイズは 

2mm x 2mm,使用しているアバランシェフォト

ダイオードアレイの量子効率は 40%である.本研

究ではこのデバイスの詳細な特性評価実験を行

なった. 

 NaI:TlシンチレータにAm-241のアルファ線

を組み合わせた光源を入力として用い,入力 

信号と出力信号を光電子増倍管で測定したも

のを図2に示す.アバランシェ増倍パネルの信 

 

号は従来イメージインテンシファイア(浜松ホ

トニクス生C9546-02)に比べて1000倍程度高速

であることが明らかになった. 
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図 1 アバランシェ光増倍装置の写真 

 
図 2 アバランシェ光増倍パネルの光応答を光

電子増倍管で測定した物.赤色は入力 NaI:Tl シ

ンチレータ,黒色はアバランシェ光増倍パネル,

青色は従来型イメージインテンシファイア. 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 


